
九
月
十
日
、
あ
ず
さ
九
号
に
乗
車
し
塩
尻
駅
に
下
り
た
。

新
宿
か
ら
塩
尻
ま
で
の
列
車
は
、
座
席
指
定
を
得
て
メ
ー

ル
で
互
い
に
連
絡
を
取
り
６
号
車
に
乗
り
込
ん
だ
の
で
、
昭

ち
ゃ
ん
、
栄
子
さ
ん

如
風
さ
ん
と
、
甲
府
か
ら
青
葉
の
百

姓
さ
ん
も
合
流
、
私
は
初
対
面
で
あ
っ
た
が
、
膝
を
交
え
て

歓
談
し
な
が
ら
退
屈
せ
ず
に
三
時
間
弱
の
小
旅
だ
っ
た
。

独
特
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
話
す
、
ハ
ン
ド
ル
名
孤
狼
凛
さ
ん

と
、
日
本
一
の
杏
の
里
で
四
月
十
七
日
出
逢
っ
て
以
来
、
塩

尻
駅
で
の
再
会
で
あ
っ
た
。
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
高
校
同
窓
だ
っ

た
彼
女
の
ネ
ッ
ト
仲
間
を
紹
介
さ
れ
、
面
識
も
な
い
シ
ニ
ヤ
・

ナ
ビ
と
称
す
る
一
行
に
私
は
飛
込
ん
で
旅
を
し
た
の
で
あ
る
。

先
ず
私
が
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
等
が
互
い
に
ハ
ン
ド

ル
名
の
下
に
さ
ん
を
着
け
て
、
親
し
げ
に
呼
び
あ
う
の
が
不

思
議
だ
っ
た
。
慣
れ
た
ら
平
気
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
？
不
慣

な
私
に
は
、
そ
れ
が
奇
異
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
オ
フ

会
と
称
す
る
集
ま
り
で
は
当
り
前
な
の
で
あ
る
。
孤
狼
凛
さ

ん
、
彼
女
を
本
名
を
呼
ん
で
い
た
が
、
馬
籠
の
宿
で
遠
藤
周

作
、
狐
狸
庵
さ
ん
と
間
違
え
て
呼
ん
で
し
ま
っ
た
ほ
ど
だ
。

目
的
は
、
中
山
道
・
木
曽
路
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

最
初
そ
の
距
離
、
塩
尻
～
中
津
川
間
約
九
十
㎞
と
聞
か
さ

れ
た
の
で
、
全
工
程
を
踏
破
す
る
の
か
と
ヘ
ジ
っ
た
が
、
途

中
列
車
と
バ
ス
を
乗
り
継
ぐ
と
聞
き
、
ま
ま
よ
と
ば
か
り
に

参
加
す
る
気
に
な
っ
た
。
千
曲
市
の
杏
の
里
の
花
見
の
際
に
、

孤
狼
凛
さ
ん
と
は
、
単
に
高
校
同
窓
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

拙
著
第
二
弾
「
奇
妙
な
猫
た
ち
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
彫
刻

家
、
そ
の
奥
さ
ん
と
も
互
い
に
面
識
あ
っ
て
、
久
々
に
旧
交

を
温
め
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
女
も
勿
論
拙
著
の
読
者
で
あ
っ

た
。
杏
の
里
で
も
、
二
、
三
の
高
校
時
代
の
女
性
の
消
息
を

聞
か
せ
て
く
れ
た
が
、
今
後
拙
著
の
読
者
と
な
っ
て
く
れ
そ

う
な
、
女
性
同
窓
生
の
消
息
も
更
に
聞
い
て
お
き
た
か
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ど
ん
な
一
行
な
の
か
と
興
味
も
あ
っ
た
。

オ
フ
会
参
加
メ
ン
バ
ー
を
ハ
ン
ド
ル
名
で
記
し
て
お
く
。

先
ず
、
下
見
を
二
回
と
入
念
に
準
備
の
隊
長
格
リ
ー
ダ
ー

の
孤
狼
凛
。
一
行
は
、
自
ず
と
比
較
的
足
が
達
者
な
元
気
組

と
、
ゆ
と
り
組
に
分
か
れ
た
。
元
気
組
、
孤
狼
凛
、
如
風
、

鹿
島
山
、
青
葉
の
百
姓
、
私
踏
基
の
五
人
で
、
ゆ
と
り
組
、

散
輪
坊
、
昭
、
栄
子
、
恵
美
の
四
人
で
あ
る
。
私
の
場
合
は
、

俳
号
で
あ
り
筆
名
で
あ
る
が
、
踏
基
さ
ん
と
は
中
々
呼
ん
で

は
く
れ
ず
、
最
後
ま
で
た
な
か
さ
ん
の
ま
ま
で
あ
る
。

第
一
日
目
、
夫
々
塩
尻
駅
下
車
の
面
々
が
蕎
麦
屋
で
昼

食
後
、
塩
尻
駅(

12
時
37
分)

乗
車
で
贄
川
駅
下
車
。
贄
川
か

ら
奈
良
井
ま
で
約
８
㎞
強
を
歩
く
。
奈
良
井
駅(

15
時
08
分)

乗
車
で
原
野
駅
下
車
。
木
曽
福
島
ま
で
約
６
㎞
弱
を
歩
く
。

一
日
目
泊
の
民
宿
名
は
、
代
山
温
泉
木
曾
宿
で
あ
る
。

妻
籠
名
の
部
屋
で
合
い
部
屋
に
な
っ
た
の
は
、
元
柔
道
選

手
の
鹿
島
山
、
家
庭
菜
園
に
勤
し
む
青
葉
の
百
姓
、
弁
の
立

つ
版
画
家
で
花
博
士
如
風
、
踏
基
の
四
人
で
あ
っ
た
。
何
れ

も
個
性
豊
な
面
々
で
時
間
を
持
て
余
す
と
い
う
こ
と
が
な
い
。

如
何
に
も
堂
々
た
る
外
体
の
御
二
人
、
鹿
島
山
と
青
葉
の

が

た

い

百
姓
を
名
乗
る
御
仁
は
、
酒
も
強
く
共
に
風
呂
に
浸
か
る
と

湯
が
溢
れ
て
気
持
ち
が
良
い
。
も
ち
ろ
ん
相
当
に
腹
が
出
て

い
る
。
特
に
、
夕
食
の
宴
席
で
相
撲
甚
句
披
露
の
鹿
島
山
は

酒
豪
で
、
誕
生
日
前
祝
い
の
一
升
瓶
の
七
笑
い
の
木
曾
の
濁

り
酒
を
殆
ど
一
人
で
空
け
た
。
宿
主
人
が
鉄
砲
撃
ち
で
熊
を

射
止
め
た
と
い
う
、
熊
の
肉
と
馬
刺
を
肴
に
し
て
で
あ
る
。

翌
日
、
木
曽
福
島
駅(

09
時
06
分)
乗
車
で
南
木
曾
駅
下
車
。

妻
籠
宿
ま
で
約
４
㎞
を
歩
く
。
妻
籠
で
昼
食
後
、
妻
籠
か
ら

バ
ス(

12
時
27
分)

乗
車
で
馬
籠
着
。
馬
籠
か
ら
落
合
宿
ま
で

約
７
㎞
弱
を
歩
く
。
元
気
組
が
歩
い
た
距
離
は
、
二
十
数
㎞

程
度
、
大
目
に
み
て
も
三
十
㎞
弱
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

中
山
道
木
曽
路
の
旅
と
い
っ
て
も
、
登
山
と
も
異
な
り
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
里
歩
き
で
あ
る
。
そ
の
距
離
は
、
毎
朝
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
鍛
え
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
左
程

気
に
な
る
距
離
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
如
風
、
青
葉
の
百
姓
、

踏
基
の
三
人
は
、
宿
で
飲
ん
だ
後
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
探
し

て
あ
て
ど
も
無
く
夜
の
彷
徨
、
木
曾
福
島
関
所
跡
辺
ま
で
余

分
に
歩
い
た
か
ら
三
十
㎞
弱
と
な
る
の
で
あ
る
。

此
処
で
是
非
と
も
、
ア
イ
ス
探
し
の
顛
末
に
触
れ
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
夕
餉
孤
狼
凛
さ
ん
用
意
の
、
家
庭
菜
園
の

胡
瓜
や
ト
マ
ト
も
水
気
充
分
で
美
味
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
酔
っ

て
散
会
し
た
身
体
は
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
欲
し
て
い
た
。

誰
言
う
と
も
無
く
三
人
で
、
浴
衣
を
着
替
え
て
、
靴
を
穿

き
木
曽
福
島
の
町
に
躍
り
出
た
。
此
処
は
木
曾
の
町
と
て
、

八
時
を
過
ぎ
れ
ば
人
の
通
り
も
な
く
、
九
時
を
廻
れ
ば
駅
売

店
も
戸
を
閉
め
る
。
コ
ン
ビ
ニ
に
行
け
ば
、
ア
イ
ス
君
に
逢

え
る
と
期
待
、
そ
う
し
た
店
の
灯
り
を
求
め
て
捜
し
歩
く
。

所
が
何
処
を
探
し
て
も
コ
ン
ビ
ニ
が
無
い
の
で
あ
る
。

旅
館
の
売
店
に
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
あ
る
か
も
・
・
と
ホ
テ

ル
や
旅
館
に
飛
込
ん
で
は
み
た
が
、
受
付
の
女
性
の
姿
す
ら

な
い
。
路
上
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
に
聞
く
と
、
確
か
に
コ
ン

ビ
ニ
は
あ
る
と
い
う
。
見
覚
え
の
あ
る
木
曽
福
島
の
関
所
跡

付
近
ま
で
来
て
も
、
コ
ン
ビ
ニ
の
コ
の
字
も
見
当
た
ら
な
い

の
で
、
も
う
一
度
探
し
あ
ぐ
ね
て
別
な
タ
ク
シ
ー
運
転
手
に

尋
ね
る
。
こ
う
な
れ
ば
意
地
で
、
タ
ク
シ
ー
乗
車
し
て
も
ア

イ
ス
を
持
っ
て
帰
ら
ね
ば
と
、
三
人
は
意
固
地
に
な
っ
た
。

タ
ク
シ
ー
乗
車
し
て
、
国
道
十
九
号
線
を
逆
走
し
や
っ
と

コ
ン
ビ
ニ
の
灯
を
見
つ
け
る
。
国
道
に
設
け
ら
れ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
族
用
の
コ
ン
ビ
ニ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
木
曽
福
島
の
町

の
中
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
は
遂
に
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

三
人
が
持
ち
帰
っ
た
、
九
人
分
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
、

美
味
だ
っ
た
。
同
室
の
鹿
島
山
は
何
故
か
行
か
な
い
の
に
、

ア
イ
ス
二
個
に
あ
り
つ
い
た
。
酔
っ
た
勢
い
と
は
い
え
、
ア

イ
ス
求
め
て
彷
徨
っ
た
、
木
曽
福
島
の
夜
の
思
い
出
は
終
生

忘
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
か
が
ア
イ
ス
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、

苦
心
談
を
全
員
が
共
有
し
て
く
れ
て
、
彼
等
に
親
近
感
を

覚
え
た
木
曾
の
秋
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

了
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